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質
問

　
　
①
き
ぬ
の
里
に
お
け
る
出
生

お
よ
び
流
入
児
童
数
の
増
加
を

踏
ま
え
、
過
去
5
年
、
今
後
5

年
程
度
の
積
算
を
伺
う
。

　
　
②
グ
ラ
ウ
ン
ド
不
足
に
関
し
、

現
在
計
画
し
て
い
る
校
舎
は
面

積
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な

い
よ
う
だ
が
、
こ
の
建
設
の
み

で
教
室
不
足
が
将
来
的
に
解
消

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
市
内
の

ほ
か
の
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

平
均
的
な
面
積
は
ど
の
く
ら
い

か
。
ま
た
、
児
童
1
人
あ
た
り

の
面
積
は
ど
の
程
度
か
。
現
在

の
校
舎
の
改
築
を
ど
う
す
べ
き

か
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
③
学
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
定

員
い
っ
ぱ
い
１
０
０
名
と
聞
い

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
方
策
で
、

増
加
す
る
児
童
を
受
け
入
れ
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
き
ぬ
の
里

の
登
録
児
童
数
も
伺
う
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　
①
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

の
合
計
数
で
、
Ｈ
20
年
度
３
０

４
人
、
Ｈ
21
年
度
３
３
０
人
、

Ｈ
22
年
度
３
５
０
人
、
Ｈ
23
年

度
３
７
８
人
、
今
年
度
３
９
２

人
と
な
っ
て
お
り
、
5
年
後
は

４
９
５
人
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
数

年
後
に
は
６
０
０
人
近
く
ま
で

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
校
舎
の

改
築
に
つ
い
て
は
、
時
期
を
見

据
え
て
考
え
て
い
く
。

　
　
②
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
に
関
し

て
は
、
現
時
点
で
は
基
準
を
満

た
し
て
い
る
。
教
室
不
足
対
策

と
し
て
児
童
数
を
推
測
し
、
当

面
増
築
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
は
、
１
人
あ

た
り
の
面
積
が
大
き
い
の
は
五

箇
小
で
１
３
３
平
方
メ
ー
ト
ル
、

一
番
小
さ
い
の
が
絹
西
小
の
12

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
今
後
、

整
備
計
画
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
③
学
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
は
、

絹
西
小
の
全
体
の
問
題
と
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
拡
張
、
校

舎
建
設
を
含
め
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
。

再
質
問

　
　
中
期
的
に
校
舎
の
改
築
を
要

望
す
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い

て
は
至
急
、
対
応
願
い
た
い
。

ま
た
、
内
守
谷
と
坂
手
の
登
録

児
童
数
を
伺
い
た
い
。

再
答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
と
校
舎
改

築
に
つ
い
て
は
人
口
動
態
を
見

据
え
、
適
正
な
時
期
に
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
数
は
坂

手
が
40
人
、
内
守
谷
が
86
人
で

あ
る
。

再
々
質
問

　
　
学
校
の
改
築
に
関
し
て
は
、

補
助
金
に
か
か
わ
ら
ず
、
検
討

質
問

　
　
今
現
在
稼
働
し
て
い
る
原
発

は
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
電

力
会
社
は
火
力
発
電
燃
料
費
の

増
加
、
高
騰
を
理
由
に
し
て
一

方
的
な
値
上
げ
通
告
を
し
た
。

実
際
に
は
、
原
発
事
故
対
策
費

用
、
賠
償
な
ど
巨
額
の
費
用
を

必
要
と
す
る
東
電
を
救
済
す
る

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
の

負
担
金
な
ど
を
含
め
た
『
総
括

原
価
法
式
』
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
役
所

全
体
の
電
気
料
金
値
上
げ
分
は
、

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
伺
う
。

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

石
川
　
栄
子 

議
員

再
質
問

　
　
資
格
要
件
に
つ
い
て
、
農
業

会
議
所
へ
は
確
認
の
電
話
を
入

れ
た
の
か
。

再
答
弁
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　
職
員
が
電
話
を
し
て
い
る
。

資
格
要
件
に
つ
い
て
は
、
総
会

の
中
で
議
論
し
て
い
く
。

再
々
質
問

　
　
事
実
認
定
に
誤
り
が
あ
る
よ

う
な
の
で
、
今
後
気
を
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

値
上
げ
に
な
っ
た
分
は
、
市
民

の
た
め
の
施
策
と
し
て
使
え
な

く
な
る
。
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

市
民
生
活
に
も
の
す
ご
く
影
響

が
あ
る
と
考
え
る
。
値
上
げ
を

そ
っ
く
り
認
め
る
か
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
が
市
民
生
活
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
ど
う
見
る
か
、
企

業
や
法
人
も
値
上
げ
に
な
る
し
、

さ
ら
に
個
人
住
宅
で
の
値
上
げ

が
与
え
る
影
響
、
こ
れ
を
ど
う

見
る
か
伺
う
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
現
在
、
市
が
東
電
と
契
約
し

て
い
る
高
圧
電
力
は
平
均
で
17

％
、
低
圧
電
力
は
10
・
28
％
の

値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
の
当
市
の
電
力
料
金
は
約

２
億
１
千
万
円
で
あ
る
た
め
、

同
程
度
の
使
用
を
見
込
み
、
値

上
げ
率
を
平
均
15
％
と
仮
定
し

た
場
合
、
約
３
千
万
円
の
負
担

増
が
見
込
ま
れ
る
。

答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）

　
　
電
気
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ

は
、
企
業
等
に
と
っ
て
は
大
き

な
打
撃
で
あ
り
、
収
益
悪
化
を

抑
え
る
た
め
、
商
品
等
の
価
格

を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
ず
、
経

営
環
境
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
と

考
え
る
。
個
人
消
費
者
に
と
っ

て
は
、
消
費
が
停
滞
し
、
国
民

生
活
と
経
済
情
勢
の
悪
化
が
予

想
さ
れ
る
。

再
質
問

　
　
坂
東
市
長
が
賠
償
請
求
分
と

し
て
払
っ
て
も
ら
え
な
い
分
を

電
気
料
金
か
ら
差
し
引
く
と
怒

っ
て
い
る
と
い
う
が
、
市
民
を

守
る
立
場
で
市
長
と
し
て
何
か

あ
れ
ば
聞
き
た
い
。
私
た
ち
議

員
も
値
上
げ
を
認
可
し
な
い
意

見
書
な
ど
を
上
げ
て
い
け
れ
ば

絹
西
小
の
児
童
増
加
に
伴
う
問
題
に
つ
い
て坂

巻
　
文
夫 

議
員

絹西小学校

い
た
だ
き
た
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

拡
張
に
つ
い
て
は
、
早
い
時
期

の
拡
張
を
要
望
す
る
。




